
２０１５年０９月０２日 

 

２０１５年度第１回事業推進本部検討会 

 

NPO法人観光情報流通機構 

専務理事 鈴木 耀夫 

 

１）日 時：２０１５年０９月０２日（水） 10:00 ～ 12:00 

 ２）場 所：有限会社プラン事務所 

       （東京都渋谷区広尾 5-8-12-201 広尾ファイブ 201） 

３）議 題： 

１．ＳＬＨビジネスモデル「ＩＯＴ時代を考察」検討 

２．グラフデータベースモデル作成に関して 

３．方針検討会の名称検討、および今後のスケジュール 

 

------------------------------------------------------------------------------------ 

 開催報告 

  出席者：（敬称略） 

       鈴木耀夫、堀田和雄、中村秀夫、大西修一 

 

掲載説明資料 

      掲載資料名称                        掲載ページ 

  １．ＳＬＨビジネスモデルに見落としがないか？「IOT」時代を考察する    ２ 

 

------------------------------------------------------------------------------------ 

 



2015/09/02 

1 

1 

2015.9.2 堀田 

SLHビジネスモデル（UN/CEFACT EDIやXMLも同様）に見落としがないか？ 

⇒「IoT」時代を考察する 

日本では、IoTは“モノのインターネット”であるため、どちらからというと製造業が主体で、かつ 

Bigデータのフロントエンドに位置しているようなイメージが先行している。米国は違うようだ。 

 IoTという象徴的な現象 

ウエアラブル 
・センサーデバイス 
・スマートウオッチ 
 
モバイル端末 
・スマホ、タブレット 

・アプリに注目しすぎ 
・面白い/つまらない！ 

レム睡眠とノンレム睡眠、発汗量と体温を測り 
エアコン調整し安眠を獲得 

自分の健康状態 
の測定と管理 
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クラウド 

Appleグループ 
・ウエラブル/サーモスタット 

Iphone 
健康管理アプリ 

自宅のエアコン 

米国での当面のテーマ（IoT時代） 

日本で話題の当面のテーマ(IoT) 

人間 
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「個人のパーソナルデータを本人が使用する」 

 ことをサービスする事業 

・IEEEがセキュリティの標準化へ 

・Open API/Open web APIをスタンドアロン製品として扱う風潮へ 

・個人を含め市場参入者増大へ 

・APIによる利用データの従量課金モデル検討 

・従量課金プラットフォーム保有者がAPIを公開して利用させる検討 


